
春期管理捕獲
　町では近年、人里周辺におけるヒグマの出没が増えている現状を受け、町内ハンターの人材育成及び
人里周辺へのヒグマ出没抑制を目的として、４月３日、７日、８日の３日間にわたり「春期管理捕獲事業」
を実施しました。
　実施場所は、朱鞠内湖畔キャンプ場周辺の林道で町が委嘱する鳥獣被害対策実施隊の内、ＮＰＯ法人
旭川市猟友会及び町内在住のハンターから６名参加し、ヒグマの捜索を行いました。
　今回は、冬眠明けを見計らって昨年度より約１週間早い時期での実施となりましたが、痕跡は少なく
捕獲には至りませんでした。しかし、ハンター同士
の情報共有や技術向上を図るよい機会となり、有意
義な取組となりました。
　北海道では現在、ヒグマの個体数が増加し、人と
のあつれきが高まっています。人身被害を防ぐため
にも、ヒグマに関する正しい知識を持ち、落ち着い
た対応につなげていくことが大切です。

Chec
k！

いのちをつなぐ学び～幌加内小学校の児童がイトウの孵化場を見学
　5 月 8 日（木）、「うわぁ、おっきい！」母子里にあるイトウの孵化場を訪れた幌加内小学校の 3,4 年
生の子ども達からは、そんな元気な声があがりました。日本最大級の淡水魚「イトウ」は、北海道の限
られた地域にだけ生息する貴重な魚です。その数は年々少なくなっており、今や ” 幻の魚 “ とも呼ばれて
います。昨年は NHK の人気番組でさかなクンがイトウの魅力や保護活動について特集するなど、全国的
にも注目が集まっています。こうした中、朱鞠内湖淡水漁業協同組合では未来を担うこどもたちに、自
然環境や生き物の大切さを学んでもらおうと、課外授業として
孵化場の見学を実施。こどもたちは漁協職員の説明に真剣な顔
で耳を傾けていました。実際
にイトウを間近で見たり、命
をつなぐための取り組みにつ
いて学んだりすることで、自
然との関わりや命の尊さにつ
いて深く感じたようです。

Chec
k！
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雨竜川ダム建設事業所が町役場別館２階へ移転
　雨竜第 1 ダムと第 2 ダムの本格的な改修工事の開始に伴い、

「雨竜川ダム建設事業所」が４月１日（火）より幌加内町役場別
館２階へと移転して業務を開始することになり４月１６日（水）、
町役場にて移転報告会が執り行われました。雨竜川ダム再生事
業は発電専用のダムを改修し、一部を洪水調整容量に振替。さ
らに雨竜第２ダムを嵩上げして治水機能の増強を図るものです。
今後数年間にわたり進められるダムの改修工事は地域の安全や
水資源の安定にとって大変重要な事業です。今回の移転を機に
町と事業所が連携を深め、ダム改修工事が円滑に進むことを期
待します。

Chec
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双葉保育園参観日
　4 月 26 日（土）双葉保育園で親子参観が行われ、じゃんけん列車など体をいっぱい使った遊びを行い、
親子の交流の中でたくさんの笑顔が見られました。
　各教室に戻ってからは、個性を生かした可愛いこいのぼりを作成するなど、普段見ることのできない
子供達の成長を感じる 1 日になりました。

Chec
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ユニヴァグループ新入社員合同研修
　4 月 23 日（水）から 3 日間ユニヴァグループ「（株）ユニヴァ・ジャパン、（株）ユニヴァ・ペイキャ
スト：東京都」の合同新人研修が実施されました。同グループは包括連携協定を締結している他、企業
版ふるさと納税でのご支援をいただいております。
　今回参加された 10 名の参加者は、幌加内町の活性化をテーマとしたグ
ループワークやそば打ち体験を実施され、幌加内町と同グループの取り組み、
幌加内町における地域課題に対する理解を深められました。

Chec
k！

（田中深川市長、平山札幌開建部長、
山本雨竜川ダム建設事業所長、細川町長）
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　(株)ほろかない振興公社において加工センターとせいわ温泉ルオントで勤務しています。加工センターでは主に半
生麺や乾麺などの袋詰め作業に従事しています。ルオントでは不定期で個人的な鉄道模型走行会を開催していまし
たが、このたび5月１７、１８日に行われた鉄道模型走行会は正式なイベントとしてプレスリリースなども行いました。
今回は以前から走らせていて人気のドクターイエローに加えて新たに、北海道新幹線H５系「はやぶさ」号も登場
して会場では人気を博しまし
た。今後も不定期で開催いたし
ますので、皆さまのご来場をお
待ちしています。

（向井隊員）

地域おこし協力隊 活動報告！地域おこし協力隊 活動報告！

　はじめまして。今年４月より地域おこし協力隊として幌加内町に着任いたしましたニャムユーと申します。私は現
在、せいわ温泉ルオントにて接客や館内業務などを担当し、お客様が心からくつろげる空間づくりに努めています。
　温泉を訪れる方々との日々の交流を通じて、地域の魅力を再発見することが多く、自分自身も幌加内町の一員と
して少しずつ根を下ろせている実感があります。町の自然や人のあたたかさに触れながら、仕事を通して地域に貢
献できることにやりがいを感じています。
　また、地域の方々と連携しながら、町の魅力を活かした新たな商品やサービスの企画にも挑戦中です。幌加内
町ならではの資源や文化を活かし、観光や暮らしの中に新しい価値を生み出せ
るような取り組みを目指しています。
　まだまだ学ぶことばかりですが、
皆さまからのご意見やアイデアを大切
にしながら、地域と共に歩んでいけ
たらと思っております。今後ともどう
ぞよろしくお願いいたします。

（ニャムユー隊員）

笠井陽太さんが剣道五段取得
　政和自治区の笠井陽太さん（26）が、全日本剣道連盟主催の昇段審査において
五段に合格しました。
　３月２日（日）に札幌市で開催された昇段審査会は、筆記試験のほか、実技で
異なる受審者同士による立ち会い２試合と日本剣道形の実技が行われました。笠
井さんは審査の試合で攻めの姿勢から打ち切った技が有効打突と認められ高い評
価につながりました。笠井さんは農業を営みながら幌加内剣
道連盟に所属し、日頃から週２回行われる剣道少年団の稽古
で小中学生を指導しています。次の目標は東京で開催される
六段審査合格に向けて努力を誓う一方、減り続けている少年
団員を増やす取り組みをしたいと力説しています。

Chec
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